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研究成果概要 
	 昨年度に引き続き、身近な粒子加速現場である雷雲及び落雷現象と二次宇宙線との関

係を調べるために、乗鞍観測所にて雷γ線観測用ガンマ線検出器、シンチレーション検

出器、電界計、環境モニター等を用いた雷雲起源γ線の観測を行った。観測期間は 7 月

19 日から 9 月 16 日の約３０日間（夏期閉所期間を除く）である。装置構成や配置はほ

ぼ昨年同様である(左下図)。NaI、CsI、BGO の３結晶を用いたγ線観測装置は、70keV-

120MeV と 3 桁のエネルギー領域をカバーする（右下図）。こちらも昨年度同様に、0.07-

0.5	MeV、0.5-3	MeV	、>3	MeV のエネルギー帯に分け解析を行った。	

	 観測結果だが、観測期間中に直下型落雷事象は起きなかったが、雷雲通過の影響と思

われる 30kV/m を超える大気電場変動が６事象ほど見られた。その内の一つ、９月８日の

事象では±で 30kV/m を超えており、近接落雷があったと思われる。この時のガンマ線検

出器の１分以下のタイムススケールにおけるカウントレートを調べたところ、プレリミ

ナリーな結果であるが、瞬間的なカウントレートの増加が見られた。雷雲由来のγ線バ

ースト現象によるものなのか、系統的揺らぎなのか等、今後詳しく解析する予定である。	
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